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国立民族学博物館所蔵の巻 きカゴ細工,

　　　　　とくに国内資料について

中 村 俊 亀 智*

Coiled Basketry Technique in Japan

Shunkichi NAKAMURA

   In Japan the  coiled basketry technique has developed one of 
the main techniques for rice-straw basketry  (makiwara-zaiku). 
Two variations of this technique, called here Type A and B, are 
described in this paper. Coiled basketry consists of two elements, 
the warp, or foundation, and the weft. The two variations 
fasten the foundation in slightly different  ways: 

   A: the foundation is held together continuously by a single 
       weft (Fig. 1 a, d,  f), and, 

 B: the weft is cut at each stitch (Fig. 1 b,  c).

1.分 析方法

皿.標 本資料の分析例

皿.若 干の考察

1.分 析 方 法

　巻 きカゴ細工 は,竹,ワ ラ,木 の小枝,つ る(蔓)な どをカゴの形に渦巻形 に巻 き

あげる手法で,そ の分布 はいた ってひろ く,組 み カゴ細工 と ともにカゴ細工 を二分す

る主要な手法 と して知 られてい る1)。

*国 立民族学博物館第4研 究部

1)た とえば 「カゴ細工には2つ の主要なタイプがある。巻きあげ手法coilling(sowing)と 組み

　 (織り)あ げ手法weavingが それである。 両手法はひろく分布 していて,多 くの民族はたいて

　いその両方の技術をもっている。巻きカゴ細工は地中海,ア フリカ,東 アジァ,イ ンドネシァ,

　オース トラリア,南 北アメリカの各地域に分布し,weavingの 手法は同じように南北アメリカ,

　 アジァ,東 部インド,ア フリカ各地に分布 している」[BEALs,　HolJER　1965:355]。 なお,巻 き

　あげ手法の用具にはタテをヨコにとおすための縫い針などがつかわれる。国内資料について今

　回はそうした点を確めることができなかったので,こ こでは用具には触れない。
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　 この手法は,日 本 の 竹 カゴ細工 にはほとん どみあた らず,か えって ワラ細工のな

かにその痕跡が の こされているので はないか と考え られている[中 村 　 1966,1970:

166-167]。 しか し,巻 きカゴ細工の手法 上の型 や国外資料 との異同については 詳 し

くつ きつ め られていなか った といってよい。

　 この報告は,そ れ らの点を明 らかにす るた め,国 立民族学博物館所蔵の標本資料 の

分 析によ って,国 内の巻 きカゴ細工 を手法的 に区分す るとともに,あ わせて国外 の巻

きカゴ細工 との異 同をた しかめようとした ものである。

　 分析 にはつ ぎの点 に注意 した。

　 1　 一般 にカゴの編 み方 は全体の大 きさや部材 の寸法 ・材質 などと関係す ることが

予想 されるので,ま ず,国 内の標本資料のおのおのについて全体の大 きさを計 り,比

例関係 をみ,部 材の寸法(幅,厚 さ)な どを調べ,そ の後,編 み方をた しかめた。

　 2　 編 み方 を確 めるため,そ の様子 を用語で あ らわ し,ま た一定のや り方 に したが

って図にかいて確認す ることに した。

　 3　 用語については,こ こで はとりあえず,つ ぎの ように考えた。

　 巻 きカゴ細工は2つ の要素か ら成 りたつ(成 りたつ もの と考えよ う)。

　 この2つ の要素 を仮 りにタテ ・ヨコとい うことに しよう。

　 ヨコは巻 きカゴ細工のカ ゴを置いた とき,左 右の方 向にむいてい る要素,タ テは ヨ

コに螺旋形 に巻 きつ ける ことによって ヨコを上下方 向に接合す る要素 といえる。そ こ

で,巻 きカゴ細工をやや一般化 していいかえれば,

　 巻 きカ ゴ細工 は,ヨ コにタテを螺旋形 に巻 きつ け,そ れによ って ヨコ同志 を結合す

　 る手 法

とい うことができる。 とすれば,タ テで ヨコを巻 いてゆ くとき,何 本 ヨコにかけてゆ

くか によって(何 段 ヨコにか けてゆ くかによ って),編 み方 をわけることがで きょ う。

た とえば,

　 1段 だ けに巻 きつけた ものを1段 巻 きとい う。

　 2段 だけに巻 きつけ るものを2段 巻 きとい う。

　 3段 だけに巻 きつける ものを3段 巻 とい う。

　 このほか実際 には,1段 半巻 きとい った らよいのか,ま たは2段 巻 きの変形 とみた

らよいのか,タ テで ヨコ2段 を巻 きこんでゆ くとき,下 の段 の ヨコを無傷 のままと り

こむのではな しに,下 の段の上の部分 に,ち ょうど針で糸 を とおす ように,ヨ コのな

か にタテを とお して表 か ら裏へ(裏 か ら表へ)も ってゆ くや り方 がある。 ここでは こ

れを,と りあ りえず,

341



国立民族学博物館研究報告　　4巻2号

　 2段 とおしかが り

といっておく。

　もともと,こ れ らの分析用語は,巻 きカゴ細工の製作の実際に即 して概念化される

ことが望ましいが,こ こでは分析の目的をひとまず満たすため,こ のような言い方を

しておこう。

　 4　 また,編 み方の図は次の約束にしたがった。 ヨコは柱形,タ テは実線で示し,

編み目をやや斜めからみた状態をあ らわすようにした。 ヨコは図のように実際には太

くないし,ヨ コとヨコのあいだには図のような透間はないけれども,タ テの様子をよ

りよくあらわすために,こ のような分解図をつくってみた。図はすべて巻きカゴ細工

の表側から眺めた有様を写す ことにし,み えない部分は点線で示 した。

　 5　 以上と同じことを,こ こでは国外の標本資料についてもおこない,若 干の比較

をおこなった。ただし北アメリカ地域の巻きカゴ細工については,す でに詳細な報告

もあり,や やかけはなれているので,こ こではとりあげなかった2》。

　なお採集地の地名が収蔵原簿に記載されていない場合には 「採集地は明らかではな

い」といった言い方をした。 しかしこれは,そ の昔資料を扱 った人たちが厳密さを要

求するあまり,た とえば県のみわかっていて市町村の名が不明の場合には採集地の項

を空欄のまま将来の確認にまかせたというようなことがあり,そ れだからといって資

料をまったく無価値にして しまうものではない。

Ⅱ.標 本資料の分析例

　以下 ここでは所蔵の巻 きカゴ細工(40点 余)の うち,そ の編み方を示 すよい例 とし

て16点 をとりあげた。その配列 は前記の手法上の区分 に したがい,2段 とお しかが り,

2段 巻 き,1段 巻 きの順 とし,そ れ らの国内資料 と対比す るために例13・14・15・16

2)北 アメリカ地域では,巻 きカゴ細工はおよそ4つ の分布領域をもっている[DRIVER　 1961:

160-161]。 極北地帯,亜 極北地域の南半分からユーコン亜極北地域の西の一部,グ レー ト・ベ

ースンや平原文化地域の西を含む西部の地方,五 大湖周辺などにみられる飛地的な存在がそれ

である。なかでもカリフォルニア南部において巻きカゴ細工は容器の主要なタイプとしてもっ

とも発展 したことが知られている。これらのカゴ細工については詳細な報告に接することがで

きる【BARRETT　1908][KERRY　 1930][O'　NEAL,E　!932]。 カゴ細工にはこの}まが双子編(Swining)

にょるものや市松(checker)ア ジロ(twill)が あ るが,双 子編のカゴは北西海岸にせまい帯状

の分布領域をもつほか,グ レー ト・ベイスンや平原地域では巻きカゴ細工とかさなりあい,

また,市 松やアジロはそれらとは対照的に,東 部の各地や メキシコでは支配的であるという

[DRIVER　 1961:161]。 北アメリカの極北地帯にみる巻きカゴの技術は北海道やサハ リンの巻き

ヵゴ細工と結びつくらしく,た だしそれとより南の巻きカゴ細工 とがどのようにつながりあう

かは目下のところ明らかではない。巻きカゴ細工にはいくつかの層があり,よ りひろい視野に

たって巻きカゴの技術全体を分類 しなおす必要があろう。
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を,さ らにの ちの考察 のた めの参考例 として,巻 きカゴ細工ではないけれ ども例17を

あげてみた。

　例1　 〔呼び名〕 ガイスバル　 〔標本番号〕17673　 〔収蔵原簿番号〕5880(2収 一1F

　 -11-・3)

　 1935年,沖 縄県八重山郡竹富村黒島で早川孝太 郎氏によ って採集 された もので,そ

　　図1巻 き カ ゴ 細 工 の タ テ 配 り

a　 例6　 フゴ　島根,大 社町(2段 とおしかがり)

b　 例11　 イジコ　　　　 (2段 巻き)

c　 例12　 円形敷物　　　 (1段 巻き)

d　 例13容 器 　　台湾　　　 (1段 巻き)

e　 例14食 具　　台湾　　　 (2段 巻き)

f　 例16草 編皿　マレーシア(2段 巻き)
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の付 票には用途 は穀物いれ,材 料は トウザ ルモ ドキ とある。また,当 時 はこれが どこ

の家に も四つ も五つ も積んであ った ものだという。全体 の形 は直径51cm,ロ 径48.5

cm,底 径39・5　cm,高 さ23　cmの 胴 に張 りのある円筒形で ,ヨ コは底部で16段,胴 の

部分 で21段 となってい る。その形は量 感にとみ,巻 きカゴ細工の標本のなかで も,と

りわけす ぐれた標本 とい うことができる。 ヨコは太 さlcm,タ テ は幅5mm前 後 で,

タテのかけ方 は,タ テで ヨコを編んで ゆ くとき,す でに巻 いた ヨコの上部に タテをと

お しなが ら巻 いてゆ く2段 とお しかが りとな っている。 タテの間隔 は1cmほ ど で,

な お この器 には,底 の縁 に太 さ1cmの ヨコが台輪のかわ りに取 りつ け られている。

縁仕上 げは,他 の この地方 の巷 きカゴ細工の場合 と同 じよ うに,タ テで ヨコを巻 くと

き,タ テを下段の ヨコの上部 にとお し,そ の隣 りは3回 つづ けて ヨコへ とおさず に最

上段 の ヨコだ けを束ね,ま たその次 は下段の ヨコの上部 にとおす とい う過程 を繰 り返

して ゆ く。 タテの幅が器全体 の大 きさに比べてせ ま く,そ の間隔 もせまいため編 み目

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　　し　　し　　も

の密度がたか く,い かに も手 がたさが感 じられる。

　例2　 〔呼び名〕 ガイシナア　 〔標本番号〕17002　 〔収蔵原簿番号〕5147(2収 一IE

　 -20-　 2)

　 直 径約30cm,高 さ13.5cmの 円筒形の蓋つき容器で,1935年,岩 崎卓爾氏 によっ

て採集 された ものである(所 用地 は沖縄県 とのみあ って詳 しくは明 らかでない)。 本体

は高 さ13・5cm,口 径29　 cm,蓋 は高 さ4cm,直 径29　 cmで,落 し蓋 の形式 とな って

いる。 この器形 は八重 山諸 島の ほか台湾 に共通 に見 出され る。 ヨコは太 さ6mmで,

底 部では19段,胴 の部分 は17段,底 の中心部 と底か ら胴 に移行する部分 ではそれ より

もやや細 く,ま た,縁 の部分で はそれ よりもやや太 く束ね られている。 この容器で は,

タ テをある段 の ヨコにかけ,そ の下の段 の ヨコの上の部分を とお して反対側 にだ し,

タ テで ヨコを編 んでゆ く2段 とお しかが りの方式が と られている。 ある段 のタテ とそ

の上下 のタテ とは左上 りの坂道形 に接 してい る。

　例3　 〔呼び名〕 メシビツ　 〔標本番号〕16399　 〔収蔵原簿番 号〕3531(2収 一1E-

　 7-4)

　 1933年9月 永 井龍一氏 によって鹿児 島県十 島村竹島か ら採集された総高17cm,直

径27cmの 蓋 つ き円筒形 の巻 きカゴ細工で,本 体 は直径23　 cm,高 さ 】6.5　cm,蓋 は

直径27cm,高 さ4・5　cm。 ヨ コは太 さ5mmで 比 較的細 く,タ テは竹 で,幅2.5mm

の ものをおよそ5mmの 間 隔で巻 いて いる。縁 の仕上げ は特別丁 寧で,全 体 として編

み 目の密度 がきわ めてたかいの も特徴 のひとつで,そ こには手がたい仕事 ぶ りが うか

がえる。 タテのか け方 は2段 とお しかが りで,タ テの外観 は右上 りの坂道形 であ る。
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タテを ヨコにかけるとき,す でに編みおえた下 の段の ヨコの上端にさ しとお して,結

局,2段 ず つ巻いてゆ く(あ るいは1段 半ずつ とい って もよい)。 蓋 の編 み方 もこれ と

まった く同様で,た だその中心 は くぽんでいる。

　例4　 〔呼 び名〕 シ ンタ?　 〔標本番号〕16599〔 収蔵原簿」番号〕4133(2収 一IFr

　 11-4)

1934年 頃AM(ア チ ック ・ミューゼアム)同 人 によ って鹿児島県十島村硫黄 島でi採

集 され た もの とい う。直径41.5cm,高 さ約13cmの 半 球体形 の蓋で,こ の種 の標本

の うちでは もっとも大 形の もののひとつであ る。 ヨコは太 さ1cmほ どで約30段 に巻

きあげ られてい る。その頂の部分で は口辺部 よりヨコの太 さがやや細 くな っていて,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　　も　　も

そ こに幅lmmの 皮 竹で編んだ長 さ12cmの つ まみがある。 タテは幅5mmの 皮 竹

で,新 しい ヨコをか けるとき古 い ヨコの上部 にタテを とお して巻 きあげてゆ く2段 と

お しかが りの手法 が用 い られてい る。タテは右上 りの坂道形 である。縁仕上げの過程

で は,タ テを ヨコにとお し,そ の次は通さず に ヨコを ひとま きし,次 はまた とおす と

い う操作を繰返す。 この ような縁仕上 げの方法 は他の資料について も同 じであ るが,

この標本ではその有様 がはっき りと確め られる。

　 例5　 〔呼び名〕 ジ ョゥゴ　 〔標本番号)18228〔 収 蔵原簿番号〕6491(2収 一IF-

　 3-1)

　 口 の直径39cm,高 さ27cm,底 の直径21　 cmの ジ ョウゴで,1935年 頃,高 橋哲雄

氏 によって山 口県 熊毛郡上 関村で採集 された もの とい う。 この巻 きあげ細工で と くに

注 意をひ くのは3"Sテ に太さ3mmほ どの シュロの縄 がつかわれている こと である。

ヨコは太 さ15mmで,タ テは下段 の ヨコにとお し,上 段 の ヨコごとに巻 いてゆ く2

段 とお しかが りのや り方が まも られている。 その際,タ テの間隔 は約2cmで,上 下

段の タテが作 りあげる文様は左上 りの坂道形 とな ってい る。縁仕上 げは,そ れまでの

タテのかけ方 と同 じように,タ テを1段 下の ヨコの上部にとお し,そ のや り方 でひ と

まず巻 きおえたあと,今 度 は最 上段 の ヨコだ けにタテを とお してゆ くや り方で,す で

にかけていた タテのあいだ に加えてゆ く。 これはカゴ細工の2度 巻 きのや り方 に似て

いる。

　 例6　 〔呼び名〕 フゴ　 〔収蔵原簿番号〕3561(2収 一一1M-一一　5　一一　2)

　 1933年12月,澁 澤敬三氏 によって島根県簸川郡大社町で採集 されたものとい う。総

高30cm,直 径43　 cmの 蓋 付 きの円筒体形 の巻 きワラ細工の器で,そ の大 きさか らい

って,炊 きあが った御 飯をさめないようにいれてお く飯櫃いれ と思われる。本体 は高

さ27cm,直 径39　 cm,蓋 は高 さ7cm,直 径43　 cmで,本 体 も蓋 もヨコは太 さ25　 mm,
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1

2

　　　　　　　　 図版1　 南 西 諸 島 の2段 と お し か が り

1　 ガイシナー(沖 縄県,高 さ13cm)2段 とおしかがり(例2)(5147)

2　 ガ イスバル(沖 縄県八重山郡竹富島,高 さ22.5cm)2段 とおしかがり 〔例1〕(5880)

3　 シンタ(鹿 児島県大島郡硫黄島,高 さ16cm)2段 とおしかがり 〔例4〕(4133)

最後のカッコのなかの数字は収蔵原簿の番号を示す。(以 下同じ。)
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図版2　 2段 とお しかがりのバ リエーション

4　 メシビッ(鹿 児島県大島郡十島村竹島,高 さ14cm)2段 とおしかがり　〔例3)(3531)

5　 ジ ョウゴ(山 口県熊毛郡上関村,高 さ24.5cm)2段 とおしかがり　〔例5〕(6491)

6　 フゴ(島 根県簸川郡大社町,高 さ29cm)2段 とおしかがり　〔例6〕(3561)
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タテは太 さ2.5mmで,ヨ コは ワラを束ね たもの,全 体 はそれを タテの シュ ロ縄で約

2cmご と に巻いた もので,ヨ コは底で6段,胴 の部分で11段 とな って いる。 この器

できわめて特徴的 なのは,胴 の外側では,各 毅 のタテが上下方向 に一線 につ らなるよ

う縄配 りがな されて いることであ る。それがまたこの器の文様 となっている。いま,

あ る段の タテの掛 け方 を調べてみ ると,内 側 である ヨコの下端 に出た タテは,内 側 を

下か ら上へ とのぼ りヨコの上端か ら器の外側 にまわ り,そ こで垂直 にさが り,い まま

わって きた ヨコのひとつ下 の ヨコの上の部分を抜 けて再び内側 か ら外側への過程を く

りかえ してゆ くことがわか る。 こう して,タ テの文様 は器の外面で は上下一直線 にな

らんでい るが,器 の内側で は右上 りの平行な斜線 の集合 とな って現 われ る。手法的に

は2段 とお しかが りとなってい る。 この標本には 本体 の両側 と 蓋の まんなかに 太さ

lcm,長 さ13cmの シュロの手が とりつ けられてい る。

　例7　 〔呼び名〕スオ ンキ　 〔標本番号〕18713　 〔収蔵原簿番号〕7069(2収 一1G-

　 5-5)

　 1936年 頃,北 海道胆振 国幌別郡 幌別で 知里真志保氏 によって 採集 された最大幅14

cm・ 高 さ15・5　cmの 蓋 付 きの物 いれ で,や は り巻上 げ細工の手 法によ ってつ くられて

いる。 この標本で はヨコは太 さ約1cm,タ テ は太 さ1mmで,タ テは丈夫 な紐で,

この紐で ヨコをかが ってゆ くとき,こ の器で もまた,す でに積み上げ られている ヨコ

の上部 に紐を とお し,新 たに積 みあげる ヨコをそれとい っしょに束ね る2段 とお しか

が りの方法が用い られている。底部 の中心部の ヨコはやや細 く,底 は7段,胴 は18段

で,タ テの上下関係 は外 か らみて左上 りの坂道形 とな って いる。 こうした編 み方が 自

ずか らなされた ものなのか,ま たは他 の同系の器物の編み方 か ら影響を うけた結果 な

のかは確 め られていないが,と にか くこの資料は この手法 が北海道に もお こなわれて

いfcか もしれ ない ことを示 している。 ただ し,こ の種の容器 は収蔵の標本資料で は1

例 のみであ り,他 の資料に もそれほど一般的 にはみ られないので,さ らに詳 し く調べ

てみなければな らない。北海道 か ら北 にの ぼると,そ こでは別種 の巻 きカ ゴ細工 に出

会 うが,そ うした巻 きカゴ細工 とこのスオ ンキの編み方 とがど う係 りあ って きたか も
も　　も　　も　　 も

ひとまず問題 になろう。なお,ヨ コの材料 は ヨシかガ マの葉で はないかと思われ る。

　例8　 〔呼び名〕五合炊 きのナベフタ　 〔標本番号〕16998　 〔収蔵原簿番号)5139

　 (2収 一IE-20-　 2)

　 直 径28.5cm,高 さ約10cmの 円錐形 の ワラの鍋蓋で,こ れ も岩 崎卓爾氏 によって
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　　ぬ　　カ

1935年 に 沖縄県下で採集 された ものである。 その頂 きには三 つ平組 のつまみが取 りつ

け られている。 ヨコは太 さ約lcm,タ テ は幅5mm前 後 で,ヨ コは12段 に巻 きあげ ら
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れている。 タテの ヨコへのかけ方 は2段 巻 きで,ヨ コ2段 ずつ ひとまきする ことに,

そ の両端を ひね ってい っしょに し,そ の後 ヨコの方 向に倒 し,隣 りの タテをかけると

き,ヨ コとい っしょにお さえるよ うに して とめる。 こうした編み方 は後に述べ るよ う

に東 北地方 のイズメの編み方 と基本的 に共通で,た だ し,こ の器では タテの末端 のね

じり目がイズメのように器 の内側 にみ られ るのではな く,無 雑作 に器の外側 に出てい

る点,タ テの幅が狭 いことな どが異 なる。 タテは右上 りの坂道形 をてい してい る。

　例9　 〔呼び名)シ ンニ イ　 〔標本番号〕18902(収 蔵 原簿番号〕7289(2収 一IG-

　 8-2)

　 鹿児 島県 大島郡喜界町で岩倉市郎氏 によって採集 されたもので,記 録によれば シナ

イ(背 負籠)を 背負 うときに腰 にあて るもの とあ る。直径34cm,厚 さ17mrnの 円板

形の巻 きワラ細工で,中 心 には直径3cmの 穴 がある。 ヨコは約1cmの 太 さ,タ テ

は幅約7mmで,編 み方は タテで ヨコを1な い し4cmの 間 をおいて2段 ず つ巻 いて

ゆ くもので,タ テはひ と巻 きす る ことに,そ の両 端をね じりあわせ,そ の先端 を次 の

タテで ヨコに束 ね こむ方法がな されて いる。 この方法は東北地方 のイズ メの典 型的な

編み方 と基本的に一一致す るもので,南 西諸 島の この ような手法 が本で東北地方のそれ

が末なのか,ま たその逆 に東北地方 をは じめ本州各地の ものが本 でそれが南西諸島に

影響を与えたのか,ま た はタテにワラのよ うな素材をつかえば こうなりやすいのか,

そ の点はまだ明 らかで はない。

例10〔 品名〕(ワ ラ蓋)〔 収蔵 原簿番 号〕50015(2収 一一一lM-一 　5-2)

　 直 径36-cm,高 さ 約26　 cmの 半 球体 形の蓋で,材 料 はワラである。使用地は収蔵原

簿 にはみえないが九州 ・南西諸島の ものかと思われる。 ヨコは太 さ15mm,タ テは幅

5mm内 外 で,タ テの間隔は3cmと な っている。 なお,縁 の部分 は,最 後の段の ヨ

コを構成す るワラを3つ にわけ,そ れを平三つ組 に編み,あ たか も,組 紐で もとりつ

けたよ うな形式に仕上 げている。 タテで ヨコ2段 ずつ いっ しょに巻 き,1巻 きす るこ

とにその両端を よ りあわせてとめて ゆ く。ただ し,イ ズメな どの編み方 と異 な り,タ

テ とタテとの間隔が広 くあいていて,タ テの配置を外 か らみ ると,ち ょうど左上 りの

坂道形 とな ってい る。 この例で はタテの幅 もせま く,器 形 もそれほ ど大 き くないが,
　 　 　 　 　 　 　 も　　も　　も　　も

この2段 巻 きでひ とま きすることにその端を結 んで とめる手法が,や がて大形 の巻 き

ワラ細工 にまで用 い られるよ うになる。

　例11　 〔名称〕 嬰児籠 　〔収蔵原簿番号〕11807(2収 一一一11-・8・一・5)

　 口の直径　(た だ し外側か ら外側 まで)64cm,高 さ35　 cm,底 径50　 cmの 半 球体形

の巻 きワラ細工 で,所 用地 は記録にみえないが,そ こには東北地方でつかわれて いた
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　　　　　　　　　　　　　 図版3　 2　 段　巻　き

7　 いじこ(所 用地は明らかでない,高 さ37cm)2段 巻き　〔例11〕(11807)

8　 い じこ(新 潟県北魚沼郡湯之谷村,高 さ31cm)2段 巻 き　〔参考例として〕(6327)

9　 ナベフタ(沖 縄,高 さ29cm)2段 巻 き(例8〕(5139)
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図版4円 形 の 巻 き ワ ラ 細 工

10　 シンニイ(鹿 児島県大島郡喜界,直 径34・cm)2段 巻 き　〔例9〕7289

11鍋 しき(所 用地は明らかでない(直 径28・5cm)　 2段 巻き　〔参考例として〕(22327)

12　敷物(所 用地は明らかでない,直 径38cm)　 1段 巻き　〔例12〕(11608)
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イズメの典型的な手法をみることがで きる。その様子か ら編み方 を推 しはか ると,ま

ず はじめにワラを1.5cmほ どの太さに束ね,差 渡 し4　cmほ ど の輪をつ くり,そ れ

を時計の針の進み方 とは逆の方向 に渦巻形 に巻 いてゆ き,そ のあいだ にワラを加えて

次第 に太 さを増 し,3巻 き した ところで太 さ3.5cmほ どに し,あ とは同 じ太 さで胴

の部分 までつ くりあげる。 ヨコの巻 き数は底部で8段,胴 の部分 は約7段 であ る。そ

の ヨコを結合するのはタテの ワラの帯で,そ の幅 は1.5cm前 後 ,こ こで は1本 の帯

で上下2段 の ヨコを束 ねて ゆき,そ の端は ヨコと ヨコとのあいだにはさまれて外側 か

らみ ることができないが,帯 の両 端 は結 びあわせてひ とま とめに し,下 段の ヨコの上

に重ね,次 の タテをかけるときいっ しょに巻 いて しまう。あ るタテとその上下の段 を

束ねてい る隣…りのタテとは接 していて,タ テで器全体がおおわれるようになる。東北

地方の イズメでは ヨコを2段 ずつ巻いてゆ くタテの行列がカス リのよ うな文様を形作

り,そ れがそのまま器 の装飾 と しての効果 を生む。 こう して この器 の編み方 には2段

巻 き,タ テを1巻 きごとに結び とめる手法 がなされてい る。

　例12　 〔収蔵原簿番号〕11608(2収 一11-一　7　一一　1)

　 長径38・5cm,短 径37・5　cm,厚 さ2cmの 巻 きワラ細工で,付 票にはワ ラ製 円形敷

物 とのみあ るが,所 用地や用途 は明 らかで ない。 しか し,ワ ラを太 さ約2cmに 束 ね,

それを幅5mmの ワ ラの帯でかが った もので,そ こに巻 きワラ細工 のひとつ の手法を

みる ことがで きる。タテのかけ方 は,ま ず新 しくか けるタテで ヨコを束ね るとき,す

でにかけられている下 の段 に巻 いてあ るタテの上の部分に とお し,そ の両端 は1回 ひ

ね ってい っしょにまとあ,新 しくかけつつ ある ヨコの上 に重ね,そ れを次の タテでお

さえ てい る。 こうしてこの標本資料では,あ るタテは ヨコを1段 ずつ束ね,下 の タテ

に上の タテをか らませ ることによって上下 の ヨコをつな ぎとめるとい うや り方が なさ

れて いる。 タテの間隔は2・5cmか ら3cmと な ってい る。 このよ うな手法 は収蔵の

資料では この標本 のみにみ いだ され る。

　例13　 〔収蔵原簿番号〕11522(2収 一11-一　5　一一　3)

　 口の直径26cm・ 底 径19・5　cm・ 高 さ14　cmの 台 形の巻 き上げ細工 の容器で,所 用

地等 は明 らかで はないが この種 の器の分布 か らみて台湾かまたは沖縄県南部か と思わ

れ る。 ヨコは ヨシの葉 らしい ものを太さ7mm前 後 に束ねた もので,そ れを幅2mm

の 竹 の帯で6mmほ ど の間隔で1段 ず つ巻 いて ある。 ヨコは巻きは じめの部分 はやや

細 く,底 は14段,胴 の部分は16段 とな ってい る。 この標本 ではど うしたわ けか 口辺 の

一部が切断されていて
,そ こか らタテのか け方な どを確める ことがで きる。それによ

れば新 しくタテをかけてゆ くとき,そ のタテをすでにかけてある下の段の タテにとお
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し(実 際 には,下 段 の ヨコの上端か らわず かに下の ところへ とお しタテ ともど も)巻

いてゆ くことがわかる。 その編み方 は緻密で あるが,以 上 か らこの器に もまた2段 と

お しかが り的な手法 が用い られていることがわかる。

　例14　 〔品名〕食具 〔標本番号〕10670(2収 一lA-13-　 3)

　 口 の長径34cm・ 短 径33　 cm,底 の 長径33　 cm・ 短 径25　 cm,高 さ19cmの 楕 円体

形 の巻 き上げカ ゴで,材 料に はタヶが用 い られてい る。所 用地 は台湾 とい う。底 の部

分 と胴 の部分 とでは,や や編み 目の様子 がちがい,底 の ヨコには太さ8mmの 丸 竹,

胴 の ヨコには幅9mm,厚 さ約2mmの 身 竹,タ テは両方 とも幅6mm,厚 さ1mm

の皮 竹であ る。材料 はいずれ も幅がひろ く,編 み方 は大胆 で,そ のためかえ って編 み

方 を うかが うよい資料 となっている。 ヨコの数は胴 の部分 で20段,底 は13段 で ある。

タテの掛 け方 は2段 巻 きの手法によるが,タ テのえが く線は波形で振幅 は3cm,そ の'

上 のタテは,い ま巻 いたタテの上段 の ヨコをこれ と共有す る形,下 の タテは,い ま巻

いたタテの下段の ヨコを共有す る形,総 じてタテの配 置は外側 か らみ ると右上 り坂道

形 になる。 縁 は胴の部分を編む最上段 の ヨコをのせ た後,さ らに幅約lcm,厚 さ5

mmの 皮 竹を その上にのせ,そ れ にタテをかけ,9cmご とに最上段の ヨコを とめて

ゆ く。 あるタテか ら次の タテまでは,タ テをち ょうど組 みカゴ細工の巻 口仕上げ と同

じよ うに,の せた縁の竹 に巻いて仕 上げている。 ここには同 じ2段 巻 きで も,さ らに

タテを こまか くいれて 目のあいだをつめてゆ くとい う手法がみ られ る。

　例15　 〔品名〕籐製雑物いれ 〔標本番号〕10656(2収 一1　A-13-　 1)

　 直径30cmゴ 高 さ一8　cmの 浅 い円筒体形の巻 きカーゴ細工 で5-=手 法 的 には前の例(標'

本 番号10670)と ほ とんどかわ らない。 ただ,こ の標本では編み 目の密度がたか く,

編 み方 も緻密で ある。 ヨコには幅3mm,厚 さ2mmの 皮 竹,タ テには幅4mm,厚

さ約0.5mmの 皮 竹が用 い られている。 タテは約1.5cmの 間 隔で波形 にかけ られて

いて,そ の手法 は2段 巻 きである。縁仕上げ も原則的 に前例 と同 じ方法 によってい る。

なお,こ の標本 には,台 の役 目をはたす ものと して,幅Icm,厚 さlmmの 身竹 が,

底 の部分 に曲物形に とりつけ られている。 この台輪の直径は23.5cmほ ど で,底 の部

分への接合は幅2mmの1本 の皮竹で結 びつ け られている。 このような台輪 の形 やそ

の取 りつけ方 は他 の標本 にもその例をみ ることができる。 ここで は国外 の資料 と して

もうひとつだけマ レーシア採 集の ものを あげる。

　 例16　 (品 名〕草j編皿 〔標本番号)9981(3収 一2　L-22-　 2)

　 口の直径23.7cm,底 径13cm,高 さ4.5cmの た い らな皿で 巻 き上 げ細工の 手法

で作 られている。近年 マ レー シアで採集 された もので,全 体 と して密度の きわ めて た
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かい編み方がなされて いる。 ヨコは幅4mm,厚 さ約3mmの 皮 竹 らしく,底 の部分

も胴の部分 もヨコの表 の面がつねに垂直になるよう,す こしずつず らしなが ら積 み上

げ られ,そ の反対に器 の内側 はまるみを もたせ るよ うヨコの上下 の角を削 って(面 を

とって)い るようにみえる。胴 はおよそ16段,底 は約20段 で,底 の中心の巻 きは じめ

の部分には直径8mmの 穴 があ り,そ の まわ り3cmほ ど の範囲 までは他 の場所の ヨ

コよ り幅がせ まい厚 さ1.2mmの 竹 が用い られて いる。 タテは幅約2mmの 薄 い皮竹

で,6な い し7mmの 間 隔で上下2段 ずつ波形に巻いてゆ く。そのひ と巻 きの様子 を

み ると,波 の上限 の点 は,上 段の ヨコと さらにその上の ヨコを巻 くはずの タテの下限

に接 し,波 の下 限の点 は下段の ヨコとその下の段の ヨコとを巻 くタテの上 限に接す る

よ うにな っていて,タ テは器の外側 か らみると右上 りの坂道形 の文様を形 作 ることに

なる。縁仕上げは,タ テをかけるとき,縁 竹 のみを束ね る場合 と縁竹 とその下 の タケ

とを束ね る場合を交互 に くりかえす。 したが って この器 には2段 巻 きの手法がお こな

われて いることになる。

　例17　 〔品名〕 提籠 〔標 本番号〕20132〔 収 蔵原簿番号〕9251(2収 一IH-11-2)

　 ヒ ョウタンにカ ゴをかぶせ たもので,口 径18cm,底 径16cm,最 大 幅約26　 cm,

高 さ約28cmで あ る。 外側の カゴの 目は六つ 目で,タ テとヨコの幅 は6mmで 皮 竹

が用い られてい る。　 ヨコの間隔は1cm,タ テ は ヨコ上下2段 をい っしょに巻 くよ う

に,波 形 にかけてゆ く。 その際,波 の上 限は,ヨ コをなかに してその上側の タテの下限

と,ま た波 の下限 はその下の ヨコをなかに して下側の タテの上限 と向かいあ う形で編

んでゆ く。 その様子を仮 りに巻 きカゴ細工の模式 図で表わ してみる と図1fに 似た形

になる。 この標本 では波 の上限か ら下限へお りるとき右隣…りのタテの上にか けるよう

に してい るが,こ れを上で はな く下へ くぐらせ るようにすれば,こ れ までの2段 巻 き

の手法 とな る。ただ し,前 例 よ りもタテが1本 余計 にはい り,編 み 目はさ らに細 かい

ものとなる。

皿.若 干 の 考 察

　以上 この報告では巻きカゴ細工についての一応の定義をのべ,そ の編み方について

の用語等を規定 し,そ れにもとついて,国 立民族学博物館所蔵の関係標本資料からと

くに17例(う ち2例 は参考例)を えらび,分 析の結果を記した。いま改めて17例 を表

にまとめてみると表1の ようになる。

　 1　 この表にもうかがえるように,国 内の巻きカゴ細工は,お おむね,2段 とおし
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表1巻 き カ ゴ 細 工15例*

例　　名　称
標本　収蔵　　(大きさ)
番号 番号 直径 高さ 採 集 地 材 料　　編み方　　備 考

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しムニム　　　　　　　リニルニ

1　 ガィスバル　17673588051.023.0沖 縄,八 重山,　 (タ,ワ)　 2と おし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒島

2　 ガイシナア　170025147　 30.013.5沖 縄　　　　　　(タ,ワ)　 2と おし　みぎさか

3　 メシビツ　　 16399353127.0　 17.0鹿 児島,十 島,　 (タ,ワ)　 2と おし　みぎさか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 竹島

4　 シンタ　　　16599413341.5　 13.0鹿 児島,十 島,　 (タ,ワ)　 2と おし　みぎさか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 硫黄島

5ジ ョゥゴ 　 18228649139.　 027.0山 口,熊 毛,上(ナ,ワ)2と お し ひだりさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 関　　　　　　　　　　　　　　　　か

6　 フゴ　　　　　　　356143.030.0島 根,簸 川,大 　(ナ,ワ)　 2と おし　たてじま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社

7　 スオンキ　　187137069　 14.0　 15.5北 海道,幌 別,　 (ナ,ワ)　 2と おし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幌別

8　 ナベフタ　　 16998　 5139　 28。5　10.0　 沖縄　　　　　　(ワ,ワ)　 2ま き　　みぎさか

9　 シンニイ　　 18902728934.017.0鹿 児島,大 島,　 (ワ,ワ)　 2ま き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 喜界

10　 ワラブタ　　　　　5001536.0　 26。0　　　?　 　　　　(ワ,ワ)　 2ま き　　ひだりさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か

11　 イジコ　　　　　　11807　 64,0　 35.0　 　 　?　 　　　　(ワ,ワ)　 2ま き

(12)円 形敷物　　　　　1160838。5　 2.0　 　 ?　 　　　 (ワ,ワ)　 1ま き

13容 器　　　　　　　1152226,014.0台 湾　　　　　　(タ,ワ)　 2と おし　ひだりさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か

14食 具　　　　10670　 　 　 34。019.0　 台湾　　　　　　(タ,タ)　 2ま き　　みぎさか

15雑 物いれ　　10656　 　　 30、0　 8.0台 湾　　　　　　(タ,タ)　 2ま き　　みぎさか

16草 編皿　　　 9981　 　　 23,7　 4.5　 マ レーシア　　　(タ,タ)　 2ま き　　みぎさか

(17)提 籠　　　　20132925126.028.0　 　 　?　 　　　　(タ,タ)六 つ目

*略 号

　　 材 料 　タ は 竹,ワ は わら,ナ は なわ

　　 編み方　　2と おし は2段 とおしかがり,2ま き は2段 まき,1ま き は1段 まき

　　 備考(タ テの文様)　 みぎさか は 右上り坂形,ひ だりさか は 左上り坂形
**例12 ,例17は 参考例

かがり,ま たは,　 2段 巻きの手法によってつくりだされていることがわかる。 ここ

にもみるように,2段 とおしかがりの手法は沖縄県八重山諸島にはじまり北海道幌別

地方採集の標本資料にいたるまで,ほ ぼ全国的に見いだされる。その構成はワラなど

の素材を竹や シュロ縄などによって束ねたもので,い うまでもなく,針 で糸をとおし

て縫い物をするようにこれ らの線材でワラをとおして編んでゆく点におおきな特徴が

あるといえよう。また,2段 巻きの手法は沖縄県採集の標本資料にもみられるが,む

しろ,そ れが全面的に開花をとげたのは東北地方そのほかのイズメ(嬰児籠,飯 詰め)

だったらしく,素 材的には,タ テにもワラが採用されている点,し かも,そ れをひと
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巻きごとに結びとめてゆく手法が印象的である。2段 とおしかが りはもとより,2段

巻きも,い ずれもワラなどの素材の持ち味をきわめて効果的に利用 したものといえよ

う。

　なお,そ の分布の状態からみて,2段 巻きが2段 とおしかがりの派生形(2段 とお

しかが りのタテ材を竹などの線形材からワラのような帯形材へ置きかえた形)で はな

かろうかという想像がなりたつ。それを積極的に証明する資料は目下のところ思いつ

かないが,そ の逆は考えにくく,い ずれにせよ巻きカゴ細工の使い途や作り方,巻 き

カゴ細工の所属する文化全体の流れなどともにらみあわせて,な お材料を蓄積してい

かねばならないと考える。

　 2　 それなら国内の巻きカゴ細工が2段 とおしかがりと2段 巻きだけかといえばそ

うとはいいきれない。所載の分析例では,わ ずかに1例(例12)し かあげられなかっ

たが,1段 巻きの手法が巻きカゴ細工以外ではおこなわれている。 この手法はタテ同

志をからみあわせることによって上下段のヨコを結合してゆく手法であるが,国 外の

巻きカゴ細工にもその例をみることができると考えられ,そ の点,国 内で同手法を確

める余地がのこされているといえよう。台湾収集の例13で は1段 巻きと2段 とおしか

がりの中間手法が見出される。

　 3　 2段 とおしかがりの手法も2段 巻きの手法 も,そ の分布はワラ細工圏に限られ

るものではない。その外形はちがうけれども,こ の手法はともに類例を国外の巻きワ

ラ細工にもとめることができよう。たとえば台湾採集の標本資料例13,な いしは例14,

例15,マ レーシアの標本資料例16が それである。ただ し,ヨ コ材がワラのようにとお

しやすい素材でなかった場合には2段 巻きの手法が一般的な手法となる。現在東南ア

ジァ地域をはじめその外側の地域にいたるまでこの手法がひろくおこなわれている。

そこで,ワ ラ細工の巻きカゴ細工とちがった意味で,2段 とおしかがりのやり方は2

段巻きや1段 巻きの派生形ではなかろうかという想定がうまれる。

　 4　 もちろん国内の2段 巻きと国外のそれとでは外見 も素材 もおおいに異なる。国

外の2段 巻き(例14,例16)で は何よりもタテ材は竹のような線形材で,国 内のよう

に切れぎれに続 くのではなく,ま た器の表面全体をおおうのではなく,タ テ同志がほ

どよい間隔をたもちつつ波形にヨコを巻いてゆく。その結果,タ テの上下のなす文様

は上り坂道形の文様となる。それがまた巻きカゴ細工の意匠のひとつの特徴的な形と

なっている。また,タ テ材が竹からさらに木の皮のような帯形材になるにしたがって,

タテをッィス トさせたり,ヨ コへの掛け方をかえたりする諸手法が生みだされている

[杉浦　 1940:50-59]。 国内の2段 巻きと国外のそれとのあいだには,ま だ解決され
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ないい くつかの問題がのこされている。

　 5　 ここに例としてとりあげた巻 きカゴ細工の器の比例(直 径1に 対する高さの割

合)を 念のため調べてみると,高 さが直径の2割 未満のもの2例,2割 から4割 まで

3例,4割 から6割 までがもっとも多 く6例,6割 から8割 までが4例,そ の他10割

をこえるものわずかに2例 となっている。もとよりわずか17例 からいうことはできな

いけれども,そ れはまた東南アジア地域から東アジア地域にかけての巻きカゴ手法が

適用されている器の形のおおよそを,お のずから示してくれているように思われる。
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